文章構成・語彙力の基礎知識（口語構成力）　
「口語構成力」
口語…日常的な生活の中で用いられる会話や言葉遣い
構成…言葉の組み立て
力…伝える力
 会話や言葉遣いにおける「語彙」を増やし（語彙力）伝えるための手段を習得し（情報分析、伝達）多彩な表現力を身に付ける（文章表現）これらを習得することが、大切です。
Ｑ．なぜ構成力が求められるのか？
実は会話力を向上させるには、文章力がカギになります。なぜならリモートコミュニケーションや文字（メール）コミュニケーション、SNSコミュニケーションなど、口語ではなく文面で表現をする機会が増えているからです。文章を書く（文章構成力）技術や基礎を身に付ければ、自然と文面にも反映されトーク力にも磨きがかかります。
リモートコミュニケーション→離れたところにいる相手と、リモート機能というツールを活用し遠隔でコミュニケーションを図ること。
文字（メール）コミュニケーション→電子メールというツールを使い、要件だけでなくプレゼンテーションなどの添付ファイルなどを手軽に送信でき、コミュニケーションを図ること。
SＮＳコミュニケーション→ソーシャルネットワーキングサービスの略で、各サイトに登録された利用者同士が交流できるＷｅｂサイトの場であり、会員制サービスのこと。
Ｑ.わかる文章と伝わる文章の違いとは？
答えは、「情報の濃さ」
わかる文章→読み手が分かる必要最小限の情報の事。より短文に特化した表現。
伝わる文章→読み手が情景や内容をあたまで描けるほど具体性の伴った情報の事。小説など、中文で相手を納得させる表現が主である。

